【地震規模】

　　インドネシアスマトラ島沖で発生。マグニチュード９．０　
	
	12/26

15時14分
	12/27

1時25分
	12･27

13時27分
	

	スリランカ
	2,498人
	2,498人
	4,500人
	

	インドネシア
	1,873人
	2,437人
	4,448人
	

	インド
	2,000人
	2,000人
	3,600人
	

	タイ
	279人
	257人
	392人
	

	マレーシア
	32人
	28人
	41人
	

	ミャンマー
	10人
	10人
	
	

	バングラディッシュ
	
	2人
	
	

	モルディブ
	15人
	1人
	32人
	

	ソマリア
	
	
	9人
	

	合計
	6,707人
	7,233人
	13,022人
	


　※プーケット、モルディブで空港閉鎖。
―最近の主な津波被害―

　83.5.26･･･日本海中部地震で発生した津波などで秋田県を中心に約1000人の被害

　92.12.12･･･インドネシア・フロレス島一帯での地震・津波で焼く2000人の死亡行方不明。
　93.7.12･･･北海道南西沖地震で北海道奥尻島が津波に襲われ、198人が死亡。

　98.7.17･･･パプアニューギニア西セピク州北部を津波が遅い、推定2500人が死亡

【被災国の対応】

	
	
	

	16.12..2622:53
	スリランカ政府（クマトゥンガ大統領）

　⇒国家非常事態宣言。国家災害緊急対策本部を設置。国際社会に支援要請
	


【支援状況】

	
	
	

	16.12..2623:46
	ＥＵ（欧州連合）の欧州委員会は、300万ユーロ（4億2千万）の緊急援助を発表。

※今後の被害状況によって更に追加する方針  

　
	

	16.12.27
	国際赤十字･･･750万（6億8千万）。スイスフランの拠出要請。基金から100万スイスフラン拠出。

※スリランカ、インド、インドネシアマレーシアタイ等で50万人を対象に緊急支援活動

※第一にスリランカ向けに10万人の医療品を空輸。

国連･･･スリランカに職員を派遣。救急活動を支援する体制つくりに着手。

	

	16.12.27
	アメリカ･･･被害国にあらゆる適切な支援があると表明。(スリランカとモルディブに物資送付済み(26日)

ドイツ･･･被災国に対し、100万ユーロの義援金。

フランス･･･医療・通信関係者100人を乗せた救援機をスリランカに派遣。

イギリス･･･インドネシア、インドに援助を表明。
ロシア･･･スリランカに大型救援機を2機派遣。医薬品、食糧、捜索用へりを積載。

中国･･･インドネシア、インド、モルディブ、スリランカ、タイの5カ国への支援表明。

韓国･･･哀悼の意を表するとともに、人道支援と救済活動への取組み表明。
	


	
	
	

	16.12..2620:17
	スリランカに国際緊急援助隊の医療チームの派遣を決定。医薬品供与も開始。

（現地政府から日本大使館へ要請）　
	

	16.12..2623:46
	邦人安否確認のため緊急連絡室を設置。各国と大使館、領事館などと連携。
	

	16,12,2610:59
	ＡＭＤＡ･･･日本人ｽﾀｯﾌ1名をスマトラ島北部に派遣。

　　　　　　地元医師と連携して救援に当たる。

ＰＷＪ･･･日本人ｽﾀｯﾌ2名をジャカルタに派遣。「被害が大きいスマトラ島北部とジャカルタの通信状況が悪く、まずは被災地ニーズ等の調査。」
	


